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2013年(H25) 京都大会

2014年(H26) 埼玉大会



１．多肢選択式

２．空欄補充式

３．一問一答式

４．自由解答式



作問・設題に求められる根幹

設問に配されたヒントを拾わせる
↓

解答に至る過程を意識させる
↓

解答者自身のことばで表現させる

一般教養・教科横断的内容 日常生活との関連

創造・自由？



① 問題文連動型記述問題

Ｑ．（モールス信号において）利用することが多
い文字に短い符号が割り当てられている理由を
簡潔に２０字程度で答えよ

Ａ．⽂が短くなる確率を⾼めて通信の効率化を図るため
× 文章が短くなるから ・ 短縮するため ・ 便利 …etc



② 問題文連動型計算問題

Ｑ．配付資料３枚目をご覧ください
cf.４枚目裏面

Ａ． 44100 [/s] × 16 [b] × 2 × 66 m 9 s

⇒ 約 700 MB



③ 最適解算出問題（図表読取型）

Ｑ．配付資料５枚目裏面をご覧ください

Ａ． データ量を全て計算すると、約2.26GB

⇒ ドクモの３ＧＢプラン



2024年度からの
⼤学⼊学共通テスト

「情報Ⅰ」・・・︖



⾼校⽣の⽇常⽣活との関連をもたせ

⼀般教養・教科横断的内容を含んだ

設問ごとに掘り下げ深化させていく

解答者⾃⾝のことばで表現させる

出題⽅式




